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世
せ

界
かい

遺
い

産
さん

に
ふくまれる場

ば

所
しょ

高
たか

 さ は ？

約
やく
3,776mで、
日
に
本
ほん
一
いち
高
たか
い!

2013年
ねん

6月
がつ

、富
ふ

士
じ

山
さん

がユネスコの世
せ

界
かい

文
ぶん

化
か

遺
い

産
さん

に登
とう

録
ろく

されたよ！
昔
むかし

から信
しん

仰
こう

の対
たい

象
しょう

としてあがめられ、富
ふ

士
じ

山
さん

を題
だい

材
ざい

とした芸
げい

術
じゅつ

作
さく

品
ひん

が
たくさん生

う

み出
だ

されたことから価
か

値
ち

が認
みと

められたんだ。
知
し

っているようで、知
し

らないことがたくさんある富
ふ

士
じ

山
さん

を探
さぐ

ってみよう！

富
ふ

士
じ

山
さん

ってどんな山
やま

？

今
いま

から何
なん

十
じゅう

万
まん

年
ねん

も前
まえ

のこと、富
ふ

士
じ

山
さん

がある場
ば

所
しょ

には、もともと別
べつ

の
火
か

山
ざん

があったよ。長
なが

い年
ねん

月
げつ

をかけて噴
ふん

火
か

をくり返
かえ

し、溶
よう

岩
がん

や火
か

山
ざん

灰
ばい

などが積
つ

み重
かさ

なったことで、日
に

本
ほん

一
いち

高
たか

い火
か

山
ざん

ができたんだ。これが、
今
いま

の大
おお

きくて美
うつく

しい富
ふ

士
じ

山
さん

だよ。

富
ふ

士
じ

山
さん

には、噴
ふん

火
か

で流
なが

れ出
で

た溶
よう

岩
がん

によってできた、
美
うつく

しい風
ふう

景
けい

や珍
めずら

しい地
ち

形
けい

がいろいろあるよ。 日
に

本
ほん

一
いち

高
たか

い火
か

山
ざん

で、ゆうだいな富
ふ

士
じ

山
さん

をぜひ近
ちか

くで見
み

てみたいね！

青
あお

木
き

ヶ
が

原
はら

樹
じゅ

海
かい

溶
よう
岩
がん
は、空

くう
気
き
にふれた表

ひょう
面
めん
から冷

ひ
えて固

かた
ま

るよ。噴
ふん
火
か
がおさまるとともに、固

かた
まった

ところから溶
よう
岩
がん
が流

なが
れ出

で
ていき、溶

よう
岩
がん

どうくつ（氷
ひょう
穴
けつ
・風
ふう
穴
けつ
）として残

のこ
ったんだ。

氷
ひょう

穴
けつ

・風
ふう

穴
けつ

昔
むかし
、噴
ふん
火
か
によって流

なが
れ出

で
た

溶
よう
岩
がん
の上

うえ
に、新

あたら
しい溶

よう
岩
がん
が

重
かさ
なり、２つの層

そう
の間

あいだ
から

地
ち
下
か
水
すい
が流
なが
れ出

で
てくるよ。

白
しら

糸
いと

の滝
たき

（完成イメージ図）

写
しゃ
真
しん
は「富

ふ
岳
がく
風
ふう
穴
けつ
」

2015年
ねん

2月
がつ
に、静

しず
岡
おか
市
し
に新

あたら
しくできる

中
ちゅう
部
ぶ
電
でん
力
りょく
の太

たい
陽
よう
光
こう
発
はつ
電
でん
所
しょ
だよ。1年

ねん
間
かん

で、2,300軒
けん
分
ぶん
の家
いえ
で使
つか
う電
でん
気
き
をつくる

ことができるんだ。冬
ふゆ
の晴

は
れた日

ひ
には、

遠
とお
くに富

ふ
士
じ
山
さん
の美

うつく
しい姿

すがた
が見

み
えるよ。

メガソーラーしみず

富
ふ

士
じ

山
さん

はどうやってできたの？1

噴
ふん

火
か

によって生
う

まれた風
ふう

景
けい

2

固
かた
まった溶

よう
岩
がん
の上

うえ
に、長

なが
い

年
ねん
月
げつ
をかけて木

き
の根

ね
が

ついたよ。地
ち
中
ちゅう
深
ふか
くに根

ね
を

のばせないから、地
ち
表
ひょう
に

根
ね
がのびるんだ。

山
さん

頂
ちょう

から
ながめると、海

うな
原
ばら

で
うねる波

なみ
のように

 見
み

えるよ。

溶
よう

岩
がん

の通
とお

り道
みち

地
ち 表

ひょ う

にのびる
、きみょうな

根
ね

っこ

川か
わ

が
な
い
の
に

滝
た
き

は
あ
る
！？

東
とう

京
きょう

スカイツリーの
約
やく

6塔
とう

分
ぶん

だよ。

山
さん
頂
ちょう
は、

地
ち
上
じょう
の3分

ぶん
の2ぐらい

しか空
くう
気
き
がないから、

息
いき
をすっても酸

さん
素
そ
が

入
はい
りにくいんだ。

空
くう

 気
き

 は ？

山
さん
頂
ちょう
は、真

ま
夏
なつ
でも

5℃前
ぜん
後
ご
しかないよ。

気
き

 温
おん

 は ？

富
ふ

士
じ

山
さん

の美
うつく

しい姿
すがた

は、昔
むかし

から
浮
うき

世
よ

絵
え

や俳
はい

句
く

、物
もの

語
がたり

などの題
だい

材
ざい

としてえがかれ、たくさんの芸
げい

術
じゅつ

作
さく

品
ひん

が残
のこ

されているよ。

日
に

本
ほん

人
じん

は、昔
むかし

から富
ふ

士
じ

山
さん

が大
だい

好
す

きだった！3

富
ふ

士
じ

山
さん

が 見
み

え る  ！

富
ふ 士

じ 山
さん

は4つの火
か 山

ざん
から

できているんだ！

溶
よう

岩
がん

などが
積
つ

み重
かさ

なって、
「小

こ
御
み

岳
たけ

火
か

山
ざん

」が
できたんだ。

さらに噴
ふん

火
か

して
「古

こ
富
ふ

士
じ

火
か

山
ざん

」が
できたよ。

小
こ

御
み

岳
たけ

の
山
さん

頂
ちょう

は、今
いま

も見
み

えて
いるよ。

古
こ

富
ふ

士
じ

火
か

山
ざん

が
さらに噴

ふん
火
か

をくり返
かえ

して、
2つの火

か
山
ざん

を
おおったよ。

どうも〜

古
こ
富
ふ
士
じ
火
か
山
ざん

古
こ
富
ふ
士
じ
火
か
山
ざん

50～10万
まん

年
ねん

前
まえ

10～1万
まん

年
ねん

前
まえ

じゃじゃ〜ん

小
こ
御
み
岳
たけ
火
か
山
ざん 小

こ
御
み
岳
たけ
火
か
山
ざん

小
こ
御
み
岳
たけ
火
か
山
ざん 小

こ
御
み
岳
たけ
火
か
山
ざん

先
せん
小
こ
御
み
岳
たけ
火
か
山
ざん

先
せん
小
こ
御
み
岳
たけ
火
か
山
ざん

先
せん
小
こ
御
み
岳
たけ
火
か
山
ざん

先
せん
小
こ
御
み
岳
たけ
火
か
山
ざん

富
ふ

士
じ

山
さん

の
もとになった

「先
せん

小
こ

御
み

岳
たけ

火
か

山
ざん

」が
噴
ふん

火
か

したよ。

1万
まん

年
ねん

前
まえ

～現
げん

在
ざい

大
だい

きぼな噴
ふん

火
か

が続
つづ

き、
ついに「新

しん
富
ふ

士
じ

火
か

山
ざん

」に
なったよ！

新
しん
富
ふ
士
じ
火
か
山
ざん

古
こ
富
ふ
士
じ
火
か
山
ざん

河
かわ

口
ぐち

浅
あさ

間
ま

神
じん

社
じゃ

白
しら

糸
いと

ノ
の

滝
たき

人
ひと

穴
あな

富
ふ

士
じ

講
こう

遺
い

跡
せき

山
やま

宮
みや

浅
せん

間
げん

神
じん

社
じゃ

村
むら

山
やま

浅
せん

間
げん

神
じん

社
じゃ

須
す

山
やま

浅
せん

間
げん

神
じん

社
じゃ

大
おお

宮
みや

・村
むら

山
やま

口
ぐち

登
と

山
ざん

道
どう

須
す

山
やま

口
ぐち

登
と

山
ざん

道
どう

精
しょう

進
じ

湖
こ 西

さい
湖
こ

河
かわ

口
ぐち

湖
こ

山
やま

中
なか

湖
こ

忍
おし

野
の

八
はっ

海
かい

北
きた

口
ぐち

本
ほん

宮
ぐう

富
ふ

士
じ

浅
せん

間
げん

神
じん

社
じゃ富

ふ
士
じ

御
お

室
むろ

浅
せん

間
げん

神
じん

社
じゃ

船
ふな

津
つ

胎
たい

内
ない

樹
じゅ

型
けい

吉
よし

田
だ

胎
たい

内
ない

樹
じゅ

型
けい

御
お

師
し

住
じゅう

宅
たく

本
もと

栖
す

湖
こ

吉
よし

田
だ

口
ぐち

登
と

山
ざん

道
どう

須
す

走
ばしり

口
ぐち

登
と

山
ざん

道
どう

山
さん

頂
ちょう

の信
しん

仰
こう

遺
い

跡
せき

群
ぐん

東
ひがし

口
ぐち

本
ほん

宮
ぐう

富
ふ

士
じ

浅
せん

間
げん

神
じん

社
じゃ

富
ふ

士
じ

山
さん

本
ほん

宮
ぐう

浅
せん

間
げん

大
たい

社
しゃ

三
み

保
ほの

松
まつ

原
ばら

富
ふ

士
じ

山
さん

域
いき

山
やま

梨
なし

県
けん

静
しず

岡
おか

県
けん

山
やま

梨
なし

県
けん

と静
しず

岡
おか

県
けん

にまたがっているよ。
八
はち

合
ごう

目
め

より上
うえ

は県
けん

境
ざかい

が決
き

まって
いなくて、浅

せん
間
げん

大
たい

社
しゃ

という神
じん

社
じゃ

の
境
けい

内
だい

とされているんだ。

富
す

 士
じ

 山
さん

 は ど こ に あ る ？

コラム 日
に

本
ほん

の 世
せ

界
かい

遺
い

産
さん

世
せ
界
かい
遺
い
産
さん
は「世

せ
界
かい
中
じゅう
の人

ひと
で協

きょう
力
りょく
してずっと守

まも
っていこう」と

定
さだ
められた自

し
然
ぜん
や遺

い
跡
せき
などのことだよ。文

ぶん
化
か
遺
い
産
さん
、自
し
然
ぜん
遺
い
産
さん
、

複
ふく
合
ごう
遺
い
産
さん
の3種

しゅ
類
るい
※があるんだ。

文
ぶん
化
か
遺
い
産
さん
の富

ふ
士
じ
山
さん
を合

あ
わせて、

日
に
本
ほん
には合

ごう
計
けい

17か所
しょ
の世

せ
界
かい

遺
い
産
さん
があるよ。

※遺
い

跡
せき

などは文
ぶん

化
か

遺
い

産
さん

、すばらしい

　地
ち

形
けい

や、絶
ぜつ

滅
めつ

のおそれがある

　動
どう

植
しょく

物
ぶつ

のすむところなどは自
し

然
ぜん

　遺
い

産
さん

、その両
りょう

方
ほう

をかねそなえた

　のは複
ふく

合
ごう

遺
い

産
さん

だよ。日
に

本
ほん

には

　複
ふく

合
ごう

遺
い

産
さん

がないけれど、代
だい

表
ひょう

　的
てき

な所
ところ

だとペルーの「マチュ

　ピチュ」などがあるよ。

屋
や

久
く

島
しま

 鹿
か

児
ご

島
しま

県
けん
（自

し
然
ぜん

遺
い

産
さん

）

白
しら

川
かわ

郷
ごう

・五
ご

箇
か

山
やま

の合
がっ

掌
しょう

造
づく

り集
しゅう

落
らく

 
岐
ぎ

阜
ふ
・富
と

山
やま

県
けん
（文
ぶん

化
か

遺
い

産
さん

）

青
あお
色
いろ
は自

し
然
ぜん
遺
い
産
さん

赤
あか
色
いろ
は文
ぶん
化
か
遺
い
産
さん

写真提供：富士観光興業株式会社

法
ほう

隆
りゅう

寺
じ

地
ち

域
いき

の仏
ぶっ

教
きょう

建
けん

造
ぞう

物
ぶつ

琉
りゅう

球
きゅう

王
おう

国
こく

のグスク及
およ

び
関
かん

連
れん

遺
い

産
さん

群
ぐん

石
いわ

見
み

銀
ぎん

山
ざん

遺
い

跡
せき

と
その文

ぶん

化
か

的
てき

景
けい

観
かん

紀
き

伊
い

山
さん

地
ち

の霊
れい

場
じょう

と参
さん

詣
けい

道
みち

姫
ひめ

路
じ

城
じょう

日
にっ

光
こう

の社
しゃ

寺
じ

知
しれ

床
とこ

小
お

笠
がさ

原
わら

諸
しょ

島
とう

屋
や

久
く

島
しま

白
しら

神
かみ

山
さん

地
ち

原
げん

爆
ばく

ドーム

厳
いつく

島
しま

神
じん

社
じゃ

古
こ

都
と

奈
な

良
ら

の文
ぶん

化
か

財
ざい

白
しら

川
かわ

郷
ごう

・五
ご

箇
か

山
やま

の
合
がっ

掌
しょう

造
づく

り集
しゅう

落
らく

1

2

3

4

平
ひら

泉
いずみ

－仏
ぶっ

国
こく

土
ど

（浄
じょう

土
ど

）を
表
あらわ

す建
けん

築
ちく

・庭
てい

園
えん

及
およ

び
考
こう

古
こ

学
がく

的
てき

遺
い

跡
せき

群
ぐん

富
ふ

士
じ

山
さん

－
信
しん

仰
こう

の対
たい

象
しょう

と芸
げい

術
じゅつ

の源
げん

泉
せん

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

（北
きた

から順
じゅん

に）

古
こ

都
と

京
きょう

都
と

の文
ぶん

化
か

財
ざい

世
せ

界
かい

遺
い

産
さん

には、
富
ふ

士
じ

山
さん

周
しゅう

辺
へん

の樹
じゅ

海
かい

や
湖
みずうみ

などもふくまれて
いるよ。

（図
ず
のオレンジ色

いろ
の部

ぶ
分
ぶん
）

昔
むかし
話
ばなし
「かぐや姫

ひめ
」のもとになった、日

に
本
ほん
で

一
いち
番
ばん
古
ふる
い物

もの
語
がたり
「竹

たけ
取
とり
物
もの
語
がたり
」にも富

ふ
士
じ
山
さん
が

登
とう
場
じょう
しているよ！

姫
ひめ

は月
つき

へ帰
かえ

るときに、
帝
みかど

に手
て

紙
がみ

と不
ふ

死
し

の薬
くすり

を置
お

いていったよ。

かぐや姫
ひめ

と結
けっ

婚
こん

したかった帝
みかど

は、
とても悲

かな
しんで、手

て
紙
がみ

と薬
くすり

を日
に

本
ほん

一
いち

高
たか

い
富
ふ

士
じ

山
さん

の山
さん

頂
ちょう

で焼
や

いたんだ。

※お客さまの個人情報は、当社事業に付随する業務を行うために必要な範囲内において利用させていただき、適切に管理いたします。

発行所：電気こどもシリーズ係

〒４６１-８６８０ 名古屋市東区東新町1番地
Tel：０５２-973-2132

このかべ新聞は、
環境にやさしい植物油インキで印刷しています。

「クイズの答
こた

え」や「おたより」の送
おく

り方
かた

はがきか、ホームページから応
おう

募
ぼ

できるよ。
感
かん

想
そう

を送
おく

ってくれた人
ひと

の中
なか

から５名
めい

に「富
ふ

士
じ

山
さん

をしょうかいした本
ほん

」を送
おく

るよ。

はがきの応
おう

募
ぼ

方
ほう

法
ほう

次
つぎ

のあて先
さき

に、①〜⑤を記
き

入
にゅう

して送
おく

ってね。
※①の学

がっ
校
こう

名
めい

は「○○市
し
（町

ちょう
村
そん

）立
りつ

○○小
しょう

学
がっ

校
こう

」と必
かなら

ず
　書

か
いてね。（例

れい
）名
な

古
ご

屋
や

市
し

立
りつ

 中
ちゅう

電
でん

小
しょう

学
がっ

校
こう

 ホームページからも応
おう

募
ぼ

できるよ。
http://www.chuden.co.jp/kids/denkipaper/

〒461-868052円
①
学
校
名
　
　

②
学
年・組  

③
名
前

④
ク
イ
ズ
の
答
え

⑤
感
想

うら面
めん

表
おもて

面
めん

中
部
電
力 

広
報
部

電
気
こ
ど
も
シ
リ
ー
ズ
係
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ヒントは、必
かなら
ずこの新

しん
聞
ぶん
のどこかに書

か
いてあるから

よ〜く見
み
てね！
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● 正
ただ

しく答
こた

えた人
ひと

の中
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から抽
ちゅう

選
せん

で50名
めい

に
   「図

と

書
しょ

カード」をプレゼントするよ。
● しめ切

き

り：5月
がつ
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にち

　 賞しょう品ひんは5月
がつ
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にち

までに校
こう

長
ちょう

先
せん

生
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あてに送
おく

ります。
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太
た
君
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　　　　　　　たどり着
つ
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ホームページでは、特
とく

集
しゅう

についてもっとくわしくしょうかいしているよ。

http://www.chuden.co.jp/kids/denkipaper/


